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2015年度 第1四半期 連結業績
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US$ 119円 103円(前年) +16円

EUR 134円 141円(前年) ▲7円

RUB 1.9円 2.9円(前年) ▲1.0円

TSR20※ 142㌣ 198㌣(前年) ▲56㌣

WTI 49ﾄﾞﾙ 99ﾄﾞﾙ(前年) ▲50ﾄﾞﾙ ※SICOM TSR20 1M

2015年 2014年 為替 為替除く
1-3月 1-3月 影響 増減

売上高 1,387 1,399 ▲12 ▲0.9% +59 ▲71

売上総利益 490 484 +6 +1.2% +20 ▲15

　（売上総利益率） (35.3%) (34.6%) (+0.7%)  

販管費 372 367 +5 +1.2% +9 ▲4

　（販管費率） (26.8%) (26.2%) (+0.6%)  

営業利益 118 117 +1 +1.0% +12 ▲10

　（営業利益率） (8.5%) (8.4%) (+0.1%)

営業外収支 ▲25 ▲13 ▲11 - ▲2 ▲10

経常利益 94 104 ▲10 ▲9.7% +10 ▲20

税前利益 92 103 ▲11 ▲10.4%

当期純利益 58 65 ▲7 ▲10.1%

為替レート

増減 増減率

損益状況（第1四半期）

過去
最高
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営業利益増減要因

2014年
1-3月

2015年
1-3月営業利益 ＋1億円 増益営業利益 ＋1億円 増益

増益要因

減益要因

2015年 第1四半期

当期
営業利益

販管費
製造原価

量/価格/MIX原料価格

前年
営業利益

粗利
為替差
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（億円）

2015年 2014年 為替 為替除く
1-3月 1-3月 影響 増減

タイヤ 1,082 1,095 ▲12 ▲1.1% +42 ▲55

ＭＢ 291 290 +1 +0.5% +16 ▲15

　　 ホース配管 119 119 +1 +0.6%

　　 工業資材 66 59 +7 +11.6%

　　 ハマタイト 63 66 ▲3 ▲4.2%

　　 航空部品 43 46 ▲3 ▲7.0%

その他 14 15 ▲1 ▲6.4%

合計 1,387 1,399 ▲12 ▲0.9% +59 ▲71

タイヤ 93 93 +0 +0.5% +4 ▲3

ＭＢ 25 25 ▲0 ▲0.4% +8 ▲8

その他 1 ▲0 +1 －

セグメント間消去 ▲0 0 ▲0 －

合計 118 117 +1 +1.0% +12 ▲10

営
業
利
益

増減率増減

売
上
高

事業別セグメント（第1四半期）

過去
最高

※当期より、従来「工業品」としておりました工業品事業と「その他」に含まれていた航空部品事業を併せＭ
Ｂ事業(ＭＢ：マルチプル・ビジネスの略)へと変更し、「ＭＢ」として表示する方法に変更しております。
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営業利益 ＋0億円 増益営業利益 ＋0億円 増益

増益要因

減益要因

タイヤの営業利益増減要因

当期
営業利益

販管費製造原価

量/価格/MIX原料価格

前年
営業利益

粗利
為替差

2014年
1-3月

2015年
1-3月
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営業利益 ▲0億円 減益営業利益 ▲0億円 減益

増益要因

減益要因

ＭＢの営業利益増減要因

当期
営業利益

販管費
製造原価

量/価格/MIX
原料価格

前年
営業利益

粗利
為替差

2014年
1-3月

2015年
1-3月
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財務状況（前期末比）

（億円）

15/3月末 14/12月末 増減

流動資産 3,190 3,524 ▲334

固定資産 4,016 3,821 　 +195

資産合計 7,206 7,345 　 ▲139

負債 3,841 4,037 　 ▲196

純資産 3,365 3,308 +58

負債・純資産合計 7,206 7,345 ▲139

有利子負債 1,965 1,843 +122
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有利子負債・純資産・D/Eレシオの推移

※純資産は少数株主持分を控除している



2015年度の業績見通し
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業績予想 （前回予想から変更なし）

（億円）

15年度 前年比 15年度 前年比
上期 増減 通期 増減

（予想） （予想）

　売上高 3,070 +231 6,730 +478

　営業利益 240 +4 640 +49

　　（営業利益率） (7.8%) (▲0.5%) (9.5%) (+0.1%)

　経常利益 170 ▲56 545 ▲13

　当期純利益 105 ▲75 360 ▲45



将来見通しに関する注意事項

この資料に含まれている将来に関する見通しや予測は、現

在入手可能な情報を基に当社の経営者が判断したもので

す。実際の成果や業績は、さまざまなリスクや不確定な要素

により、記載されている内容と異なる可能性があります。


